



　以下の表は、2006（平成１８）年度、大田区立男女平等推進センターエセナおおたで行われた連続講座の実施概要を時系列にまとめたものです。

①連続講座「わたしへのごほうび講座　～子育てをもっと気楽に！～」
	回
	日　程
	テ　ー　マ
	講　師

	１
	５月１２日（金）
	一人でがんばらない子育てのススメ
	○

	２
	５月１９日（金）
	 (
すべて保育付き
です。
)外せますか？　ジェンダーのメガネ
	○

	３
	５月２６日（金）
	子育てがつらい？　～育児不安、母性神話を考える～
	○

	４
	６月　２日（金）
	私にごほうび、さわやかコミュニケーション術
	○



②オータムセミナー企画会
	回
	日　程
	活　動　内　容

	１
	　6月15日（木）
	ごほうび講座を振り返って

	２
	　6月22日（木）
	課題の抽出・テーマの検討

	３
	　6月29日（木）
	講座で何を学ぶか、テーマの検討

	４
	　7月　6日（木）
	　　　　　　　〃

	５
	　7月13日（木）
	プログラム（各回のテーマ、学習方法、講師）の検討

	６
	　7月20日（木）
	　　　　　　　〃

	７
	　7月27日（木）
	プログラム決定

	８
	　8月　3日（木）
	チラシ案完成、広報方法検討、役割分担

	９
	　8月17日（木）
	＊チラシ印刷

	10
	　9月21日（木）
	＊最終打ち合せ



③連続講座「わたしへのごほうび講座」	※チラシ等は、「Ⅰ成功例から学ぶ」を参照
	回
	日　程
	テ　ー　マ
	講　師

	１
	　9月28日（木）
	 (
講座が終わると、毎回振り返りと次回へ向けての検討。その際は、保育なし。
)オリエンテーション「はじめまして♪」
	×

	２
	10月　5日（木）
	子育て中の「あるあるストーリー」
	×

	３
	10月12日（木）
	育児書にとらわれない子育てのススメ
	○

	４
	10月20日（金）
	ちまたで噂の「ジェンダー」を知る
	○

	５
	10月26日（木）
	やっぱりあった！　身近な「ジェンダー」
	×

	６
	11月　2日（木）
	カラーセラピーぷち講座　～自分と話そう～
	○

	７
	11月　9日（木）
	ワタシのキモチの伝え方　～もっと上手なコミュニケーション～
	○

	８
	11月16日（木）
	WEN－DO　ココロとカラダの力に気づく護身術
	○

	９
	11月30日（木）
	周りとコラボ！　ワタシも大事、みんなも大事
	×

	10
	12月　7日（木）
	わたしだけの「ごほうび」も～らった！
	×



④「わたしへのごほうび講座」編集会議
	回
	日　程
	活　動　内　容

	１
	　1月18日（木）
	企画員のみで全体の振り返り

	２
	　1月25日（木）
	講座全体の振り返り、グループ分け→グループごとに集まり、感想等の話し合い

	３
	　2月　1日（木）
	　今後の編集作業の進め方の確認、注意事項確認

	４
	　2月15日（木）
	　各グループ原稿チェック　、全体の感想１

	５
	　2月22日（木）
	　各グループ原稿チェック　、全体の感想２

	６
	　3月　9日（金）
	　全体の感想・まとめ

	７
	　3月15日（木）
	 (
＊以外は、
すべて保育付き
です。
) (
＊以外は、
すべて保育付き
です。
)　原稿チェック・全体のレイアウト

	８
	　3月23日（金）
	　原稿最終チェック・校正

	９
	　4月　4日（水）
	＊印刷、製本作業

	10
	　4月　9日（月）
	＊印刷、製本作業


[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust4208.png] (
最初の４回の連続講座で終わるのではなく、その受講者から企画者を募って、秋の１０回連続講座のための企画会議をして、最終的には記録誌にまとめる過程で、とても大きな学びがあったのではないでしょうか。
)



[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust2277.png]
 (
私は、この約１年にわたる活動を「影のリーダー養成講座」と呼んでいます。
「影の」というのは、本人たちには、そう
伝えていないからですが、それくらいこうした１年を過ごした参加者は、企画・運営者として育っているのを実感します。
一部ですが、編集委員の声を紹介しますね。
)







 (
なんだか満たされない毎日、そんな時に区報でこの講座を知りました。自分の用事のために子どもを預かってもらえるの？　しかも自分へのごほうびなのに。そんな至れり尽くせりの講座
、「
受けるしかない
」
と即
、
申し込みました。
　講座が始まり、毎朝決まった時間に家を出ること、講師の方々の貴重なお話、テーマを与えられてのディスカッション、発表する時の緊張感、講座を終えて保育室に迎えに行った時に見せる子どもの顔の愛しさ等々、全てが最近忘れていた新鮮な感動ばかりでした。講座の内容を話したり試したりすることで夫との会話も増えましたし、何よりガチガチにこわばっていた自分の心も表情も和らいでいくのを感じられました。
　講座が終わって、せっかくの出会いを終わりにしてしまうのは寂しい、何かお手伝いできれば、との気持ちから編集委員に手を挙げました。…
)　

　
[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust2028.png] (
当地に引っ越してきて、新しい環境に慣れず、４ヶ月間毎日のように泣いた３歳になったばかりの子ども。彼女には定期的に会える友達が必要と信じ、「保育付」のタイトルに誘惑され、私自身の地域社会との接点も求めて申し込みました。気軽な講座形式が続くと思っていたら、３０名ほどの初対面の女性同士が輪になっての自己紹介に始まり、互いをより知り、その上
でテーマごとに具体的なディスカッションを重ねるなど、当初想像して
いたよりハードなものでした。
　日頃は妻として、母として過ごし、「子ども中心の生活」にどっぷりつかっているために忘れかけていた自分自身へ費やす時間。週に２時間、自分のために時を過ごすチャンスを持つことができましたし、心配していた子どもの方は、初めてあったはずのお友達の名前を次々に覚えていき、毎回行くのが楽しみになりました。…
)[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust2026.png] (
一人目を子育て中だった私は、出産のために仕事を辞めたのだから自分一人で何もかもしなくてはいけない、子どもの面倒を見るのは自分の仕事、周りに迷惑をかけてはいけない、と漠然と思っていました。子どもを預けるなんて発想には到底及ばず、生後数ヶ月の子どもを泣かせてはいけないとさえ思っていました。今なら言えます、とても辛かったです。
　
私がエセナを知ったのは一昨年、上の子が幼稚園の年中になり、自分も幼稚園ママ２年目、下の子も２歳、こんな毎日は自分らしくない、このままでいいはずはないと思いつつも、子育てにおいては少し余裕が出てきた時でした。だからこそこの講座の前身である２００５年秋の「こころを軽く私らしく
〜
 
そのまんまでいいよ
〜
 
」のチラシが目に入ったのだと思います。それがきっかけでした。…
)[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust2006.png]
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